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 今年も暑い日が続いております。酷暑の折、皆様いかがお過ごしでしょうか。 

１学期には、今年度新設した「つくしルーム」を開催しました。第１回は講師の先生との個別

相談でした。第２回は講師の先生と参加者の皆さんが座談会形式でお話いただける集団相談会、

第３回は個別相談を予定しております。ご興味がある方は、ぜひお申し込みください。 

早期教育支援部では、2学期も引き続き教育相談活動を進めてまいります。この時期、次年度の

幼稚園や保育所への就園、また小学校への就学に向けて準備を進める方も多くいらっしゃること

と思います。希望する就園・就学先と相談を進めていくに当たっては、就園・就学後に子ども達

が学び過ごす環境についても、園や学校の先生方と一緒に考えていきたいところです。お子様が

安心して力を発揮できる環境を事前に整えられるよう、私たちも一緒に考えていければと思いま

す。どうぞお気軽にご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コラム 

～インクルーシブ公園をご存じですか？～ 

 

近年、全国で少しずつ増えている「インクルーシブ公園」は、全ての人たちが楽

しめることを目指して整備された公園です。段差を少なくした園路や、安全性に配

慮した遊具など、誰もが利用しやすい工夫が取り入れられています。 

視覚障害のある乳幼児にとって、公園は「触れる」「聞く」「感じる」ことができ

る大切な遊びの場です。風の音や鳥の声、木の葉や草花の手触り、砂や水の感触、

遊具の揺れや傾きなど、さまざまな感覚を使った体験は、身体の動きや周囲への興

味を育むきっかけになります。 

インクルーシブ公園には、大人と一緒に乗れるブランコや、背もたれがついてお

り安定して座って利用できる回転遊具、叩くと色々な音が楽しめる遊具などが設

置されている場所もあります。公園によって設備は異なりますが、子どもたちが利

用しやすい工夫がされています。 

「遊ぶ」ことは、体を動かすだけでなく、世界を知る大切な経験です。お近くに

インクルーシブ公園があれば、暑さが和らいだ頃に訪れてみてはいかがでしょう

か。新しい発見や、お子さんの「できた！」に出会えるかもしれません。 

参考：るるぶ Kids HP、famicare HP 



 
 

 

 

 

 

 

 

  

グループ活動のご案内 

◎ グループ活動「育児学級」「あそびのひろば」「つくしルーム」へ参加を希望され

る方は、必ず実施 1 週間前までに Google フォームにてお申し込みください。締め

切りを過ぎてのお申し込みについては、準備の都合上お断りする場合もございま

す。ご注意ください。 

 

【育児学級】  

各回講師を招き、テーマに沿った内容のもと、ご参加いただいた皆様と一緒に視覚障害乳

幼児の子育てについて考えていきます。また、参加者全員で一緒に昼食を摂りながら、交流

を深めます。 
 

 対象：０～２歳児（令和８年４月１日現在）とその保護者 

 方法：来校 

 開催日時：いずれも金曜日、10:15～12:15 

〔2学期〕 9月 25日、10月 23日、11月 13日、12月 11日 

〔3学期〕 1月 8日、2月 5日 

    持ち物：お弁当、水分、他 各自必要な物 

 

〈テーマ〉 ※現時点での予定です。変更等ある場合は随時お知らせします。 

9月 25日 「大人になった私の１日から考える、幼児期に育てたい力」 講師：前田智洋先生 

10月 23日「『楽しく食べる』力を育む②」 講師：金居有香子先生 

11月 13日「感覚を育む『触る』『聞く』『動く』遊び」 担当：髙橋里子 

12月 11日「見やすい環境を考える －弱視体験を通して－」 担当：髙橋里子 

1月 8日 「触ってわかる環境を考える －全盲体験を通して－」 担当：髙橋里子 

2月 5日 「発達を支えるかかわりを考える」 担当：髙橋里子 

 

 〈講師紹介〉 

  金居有香子先生（本校栄養教諭）   前田智洋先生（本校鍼灸手技療法科主任）  

髙橋里子   （幼稚部教諭） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【あそびのひろば】 

お家の人やお友達と一緒に遊びながら、生活経験、興味・関心の幅を広げていきます。ま

た、参加者全員で一緒に昼食を摂りながら、交流を深めます。回によっては幼稚部と合同で

活動を行うこともあります。 
 

  対象：２歳児（令和８年４月１日現在）とその保護者 

  方法：来校 

  開催日時：いずれも金曜日、10:15～12:15 

〔2学期〕 9月 11日、10月 2日、11月 6日 

〔3学期〕 1月 29日 

持ち物：お弁当、水分、他 各自必要な物 

※活動内容によっては、必要な物をお持ちいただくこともあります。 

その際は、参加申し込みをされた方へ個別にご連絡します。  

       

 

【つくしルーム】 

視覚障害児の子育てや悩み等について、講師に相談ができます。座談会形式で行う集

団相談会と、個別相談会があります。 

講師として猪平眞理先生（宮城教育大学名誉教授）、高見節子先生（本校元教諭）をお

招きし、子育てについて助言をいただくことができます。 

集団相談会では、参加者同士、座談会形式で情報交換をしながら一緒に子育てについ

て考えます。 

 

  対象：０歳～就学前のお子さんをもつ保護者 

   方法：来校又はオンライン（ハイブリッド形式） 

      ※接続情報はお申し込みをいただいた方へ 

直接ご連絡いたします。 

   開催日時： 

〈集団相談会〉 

    第２回 令和 8年 10月 17日（土） 10:00～12:00 

〈個別相談会〉 

    ご予約は、各回とも 2家庭まで承ります。 

    第３回令和 9年 1月 16日（土） 午前の部 10:00～11:30   

午後の部 13:30～15:00 

    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育相談に関するお問い合わせ・申し込みはこちら 
 

筑波大学附属視覚特別支援学校 幼稚部（担当：早期教育支援部 髙橋・阪本） 
 〒112-0015 東京都文京区目白台３－２７－６ 

 TEL 03-3943-5422（幼小直通） Mail ikujigakkyuu@nsfb.tsukuba.ac.jp 
 

・ 教育相談は無料です。 

・ メールの場合は必ずお名前・ふりがな（ご本人及び保護者）、生年月日（ご本人）、ご住所、ご連絡先を明記の

上、お問合せ・お申し込みください。 

・ 個別のご相談は随時お受けしております。ご希望の方はご連絡ください。 

・ 相談者の居住地は問いません。オンラインでもご相談に応じます。お気軽にお問い合わせください。 

 

令和９年度 幼稚部への入学を希望されている方へ 

 

9 月１日（火）より、令和９年度入学者募集要項及び願書が配布され

ます。 

幼稚部では、事前に入学調査に伴う教育相談を受けていただいた方

を対象に願書を配布します。出願をご予定の方、出願を検討されている

方は、幼稚部まで電話又はメールにて事前にご連絡の上、教育相談をお

受けください。（連絡先は下欄をご覧ください。） 

なお、出願書類の準備には時間を要することが予想されます。できる

だけ早めに教育相談をお受けいただくことをお勧めします。 

 

対    象：令和９年４月１日現在、３歳児、4歳児、５歳児 

願書配布：令和８年９月１日（火）～ （本校事務室にて） 

   ※ なお、出願期間、入学調査日等詳細については募集要項にて 

ご確認ください。 

            インスタグラムを始めました           

本校早期教育支援部のインスタグラムを 

開設しました！ 

早期教育支援やグループ活動に関する 

情報等を発信していきます。 


